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研究成果の概要（和文）：本研究は、墓石や記念碑などの中近世の石造物に関する考古学・文献史学・金石学・
民俗学・自然科学の共同研究である。本研究では福井県内の三か所の港町、三国・敦賀・小浜で中近世の石造物
の悉皆調査を行うとともに、北海道ならびに青森県から山口県に至る日本海沿岸の港町で近世海運関連の石造物
調査を実施し、人・物・情報の交流や港町の盛衰の実態を明らかにした。本研究によりこれまであまり注目され
ることのなかった石造物を用いた歴史研究の有効性と可能性が確かめられた。

研究成果の概要（英文）：This study is collaborative investigation of archeology, documents 
historical study, epigraphy, the natural science about stone monuments such as gravestones of the 
medieval ages and early modern . We performed  complete survey of stone monuments built from 
medieval ages to early modern in three places of port towns, Mikuni, Tsuruga, Obama in Fukui pref. 
We investigated stone monuments in conjunction with the marine transportation in the early modern 
times in the port towns of the Sea of Japan coast to Yamaguchi from Aomori and Hokkaido. Interchange
 of persons, supplies, the information and the ups and downs of the port towns became clear by these
 investigations.The effectiveness and the possibility of the history study using stone monuments 
which there was not of attracting attention too much were checked until now by this study.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで日本の中世・近世の歴史研究は、専ら豊富に存在する古文書の研究に基づき進められてきた。一方中世
や近世を対象とする考古学はこれまであまりにも陶磁器研究に偏りすぎていた。石造物を対象とする本研究は、
石造物すなわち「石に刻まれた歴史」が、古文書すなわち「紙に書かれた歴史」や考古資料すなわち「大地に埋
もれた歴史」とならぶ重要な歴史資料であることを明らかにした。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
これまでわが国の中世・近世の歴史研究は、古文書を中心に考古資料や民俗資料などの非文
字資料を重ね合わせる形で進められてきた。江戸時代には大名から庶民に至るまで多様な階層
の人々が、石に自らの想いや願いを刻むことが流行し、墓石から狛犬まで様々な石造物が作ら
れた。ところが我が国の石造物研究は美術史から出発したため、時代が新しく美術的評価の低
い近世石造物は、これまでほとんど研究対象とならなかった。また、板碑などの中世石造物が、
数少ない中世文書を補完する歴史資料として注目されてきたのに対し、古文書以上に膨大な近
世石造物は、歴史資料としても未だ十分認知されていない。江戸後期には墓石が普及するとと
もに、各地で史蹟碑・名勝碑・功徳碑・孝養碑など様々な石造記念碑が造立されるようになっ
た。江戸時代に育まれた石造物文化は、明治以降も今日に到るまで引き継がれており、江戸と
現代を繋ぐ歴史の経糸の一つになっている。石造物は「石に刻まれた歴史」であり、古文書や
浮世絵のような「紙に書かれた歴史」、遺跡や遺物といった「大地に埋もれた歴史」、歌舞伎や
落語のような「人から人へと伝えられる歴史」とともに、江戸時代を知る上で重要な歴史資料
といえる。 

 
２．研究の目的 
本研究は、これまで主として古文書を中心に、考古資料や民俗資料などの非文字資料を重ね
合わせる形で進められてきた中近世史研究に対して、文字資料と非文字資料の両方の属性を併
せ持った石造物から新たな歴史像を提供することを目的とする。本研究では、石造物（「石に刻
まれた歴史」）を、古文書（「紙に書かれた歴史」）や考古資料（「大地に埋もれた歴史」）となら
ぶ重要な歴史資料と位置づけ、考古学・文献史学・金石学・民俗学・自然科学を総合し、具体
的な事例研究を示すなかで、中近世史研究に新たな視点と方法を構築することを目的とし、以
下の 4つの目標を設定した。 
①中近世石造物の編年と地域性に関する基礎的研究 
②近世石造物の製作と流通に関する研究 
③中世と近世への変化に関する研究 
④近世の海運と港町の変遷・盛衰に関する研究 
 
３．研究の方法 
(1)日本海海運の北のターミナルである松前三湊と京・大坂を結ぶ北陸の湊町で中近世石造物の
悉皆調査を計画し、以下の通り中近世墓標の調査と分析を行った。 
平成 26年度 福井県坂井市三国町 調査数 3380 基（9849 人分） 
平成 27年度 福井県敦賀市 調査数 1877 基（6265 人分） 
平成 28・29 年度 福井県小浜市 調査数 11155 基（17656 人分） 
(2)青森県から山口県に到る本州日本海沿岸の湊町において、近世の日本海海運に関連する石造
物調査を進めるとともに、大坂石工・泉州石工を中心に近世石工データベースの構築を行った。 
 
４．研究成果 
(1)研究の主な成果 
①中近世石造物の編年と地域性に関する基礎的研究 
越前三国・敦賀と若狭小浜の中近世墓標の悉皆調査に基づき、15 世紀から 19 世紀に至る墓
標の型式変遷をとらえることができた。また墓標の地域性についてもこれら越前・若狭の調査
とこれまで北海道と青森で行ってきた調査との比較により様相をつかむことができた。 
ストゥーパ（仏塔）に起源をもつ墓標は元々五輪塔や宝篋印塔といった「塔形」であり、一
人一基が原則であったが、15-16 世紀代に普及する過程で小型化するとともに、夫婦墓が出現
する。17 世紀には夫婦墓に適した「碑形」のものが「塔形」を上回るようになり、18 世紀以降、
家族墓の普及により、より多くの死者の戒名を刻むのに適した多面体が好まれるようになり、
「方柱形」が急増する。 
地域性に関しては、墓標が全国に普及した 18 世紀後半以降、北陸街道の要所であった越前木
の芽峠を境として、それより東側では若狭以西との深い結びつきをもつ松前を除いて、「方柱形」
が主体を占めるのに対して、畿内では「櫛形」が「方柱形」を上回る形で継続する。 
②近世石造物の製作と流通に関する研究 
 越前の笏谷石・若狭の日引石・瀬戸内の花崗岩など、日本海沿岸の中近世墓標に使われた石
材の産地を調べることで、石材が地産地消（16世紀以前）→広域流通（17～18 世紀前半）→地
産地消（18世紀後半～）と変化したことが分かった。18 世紀後半に各地で地元の石材利用が活
発化するのは、墓石の普及に伴って各地に石工が拡散・定着したことに起因する。 
瀬戸内産花崗岩製石造物の日本海沿岸地域への流入は、西廻り航路確立直後の 1670 年代に始
まる。最初に運ばれたのは、近世最大の石工集団である大坂石工の作品であった。大坂石工の
作品が幕末まで北海道を含め広く分布するのに対して、泉州石工の作品は日本海沿岸域にはほ
とんどない。1700 年代からは尾道石工の作品、1760 年代からは赤間関石工の作品が数多く日本
海沿岸域へ運ばれた。他に石見では、1750～1780 年代には芸州広島石工、1840～1860 年代には
長州大浦（尾浦）石工の作品が確認された。石造物数からみて、北前船による瀬戸内産花崗岩
製石造物の流通は 1840 年代にピークがあり、それ以降は下火となったと推測された。  



 
③中世と近世への変化に関する研究 
 中近世石造物調査事例が多い関東地方では、墓標の不連続性から中世社会と近世社会の「断
絶」が指摘されてきた。北陸では近世墓標の調査事例がこれまでなかったが、今回の研究によ
り、関東地方に比べて北陸では中世と近世の「連続性」が強いことが判明した。 
④近世の海運と港町の変遷・盛衰に関する研究 
 本研究では松前三湊（松前・箱館・江差）と越前・若狭の湊（三国・敦賀・小浜）の近世墓
標数・墓標に刻まれた被供養者数の変遷や、墓標などの石造物に用いられた石材から、近世日
本海海運と港町の変遷・盛衰について研究を行った。 
 河村瑞賢により西廻り航路が開設された 1670 年代以降、日本海沿岸域に広く瀬戸内産の花崗
岩を用いた石造物が搬入されたことが判明し、西廻り航路の開設が物流環境を大きく変えたこ
とが確かめられた。 
 松前三湊の墓標を調べた結果、幕藩体制の成立とともに早くから湊町としての地位を確立し
たのは、城下町松前だけであり、箱館と江差が湊町として賑わいだすのは 18世紀以降であるこ
とが分かった。18 世紀以降、松前や箱館では人口が急激に増加したと考えられるのに対して、
江差の人口増加率はさほど高くなかったと推定された。 
越前の三国・敦賀と若狭の小浜はいずれも中世から続く湊町で、15世紀代から墓標の造立が
みられる。墓標の増加からみて、人口が著しく増え始めた時期は、敦賀が 16 世紀後半、三国
と小浜はそれよりやや遅れて 17 世紀前半からと考えられる。天正期頃から急激に増加したと
考えられる敦賀の人口は 1770 年代がピークで、その後は幕末まで減少・停滞・減少と振るわ
なかったと推測される。18世紀前半の小浜では墓標数・被供養者数とも順調に増加しているの
に対して、三国と敦賀は減少・停滞傾向にある。これは寛文 12 年（1672）の西廻り航路の確
立による物流の変化が関係している可能性があろう。西廻り航路の確立以前には、敦賀・三国・
小浜をはじめとする越前・若狭の湊町は、越中以北から日本海を南下する船のターミナルの役
割を担っていた。越前・若狭の湊町で陸揚げされた物資は、そこからは陸路や河川交通により
畿内へと運ばれた。しかし西廻り航路の確立により、蝦夷地・奥羽方面から畿内へと船で運ば
れる物資は、越前・若狭の湊町で陸揚げせずとも、関門海峡・瀬戸内海を経て、船に載せたま
ま大坂まで運ぶことが可能となった。これにより越前・若狭の湊町は日本海を南下する船のタ
ーミナルから一寄港地へと地位が低下した。しかし、越前の敦賀・三国と異なり、小浜は、古
代より若狭・因幡から畿内へ運ぶ物資の陸揚げ地でもあった。また、敦賀と三国が西廻り航路
の確立により大きな打撃を受けたのに対して、小浜はむしろ日本海を西に進む船の数が増えた
ことで寄港する船が多くなり、湊町としてますます繁栄したと考えられる。 
なお、三国・敦賀・小浜とも 1840 年代以降幕末に向い墓標数・被供養者数ともに減少して
いた。この時期、急に人々が墓標を建てなくなったとは考えにくいことから、これは母数であ
る人口の減少と理解せざるを得ない。同じ現象は松前でも認められた。19世紀の日本海海運は、
北前船と呼ばれる荷主と船主が同一の買積船によって特徴づけられる。北前船に関しては分厚
い研究の蓄積があり、その捉え方には差がみられるが、江戸時代よりもむしろ明治時代に入っ
てからより一層活動が活発化したという点では意見が一致している。しかし、本研究で明らか
になったように、北前船の寄港地として知られる松前・三国・敦賀・小浜では幕末に人口減少
が起きていた可能性が高いのである。安政の開国に伴う箱館・新潟の開港は、日本海交易にも
多大な影響を及ぼしたと考えられる。幕末には、北前船の寄港地の中で箱館と新潟だけが突出
した「勝ち組」となり、他の多くの湊町はこの二つの巨大な交易港に食われる形で衰に向かい
始めたと解釈された。 
(2)得られた成果の国内外における位置づけとインパクト 
 本研究は、近世石造物に関する初めての分離融合型の総合研究であり、石造物が近世史研究
上も非常に重要な歴史資料である点が明確となった。同時代の世界を見回しても、近世に始ま
る日本の石造物文化は大変ユニークであり、近代以降に連続するという点でも大変注目される。
近世石造物を対象とした本研究は、国内外を問わず日本文化研究に新たな分野を開拓したとい
えよう。 
(3)今後の展望 
 本研究では、石造物の中でも墓標と海運関連石造物を主な研究対象としたが、他にも各種の
記念碑類や災害碑など近世石造物は多様性に富む。今後はいくつかの地域において、すべての
種類の近世石造物の悉皆調査を行うことで、地域共同体の本質に迫る研究が期待される。また、
今後、近現代を視野に入れ、石造物を通して近世と近現代のつながりを比較することで、日本
の近代化のなかで何が引き継がれ、何が変わったかが明らかになるであろう。 
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